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ケナフの車体雄蕊柱に於ける蔚の局部的愛育不良
Abnormal developmenもofanthers found partially on the monadelphou日

stamina! coh凶nin k:enaf (Hi hiscus cαmzαbinus L.) 

(WiもhEnglish resume p. 20) 

牧野岩男

Iwao Makin 

北海遭メよ串腔尋差剖t工華基作物畢敬室

ケナアくHibiscus cannabinus L.）の開花中の花をみるに， 車体雄蕊桂lてある薪には，裂閉して花粉の

みられるもの，黄色の蔚で裂閉していないもの，茶褐色を幾分帯びて萎びてャて裂閉していなu、もの， 淡紅白

色を墨し；街の裂開していないもの〈第 l岡〉などがみられる。 こLでは最後にのぺた淡紅白色の裂閉していな

い薪について特に観察した。
¥ 

開花敷目前及びそれ以前のものでは，蔚は集合していて1多〈の荊
は黄色iで外観は充質し貯様相を呈しているが，とのタ干に，淡紅白色の
貧弱な蔚が集合して存 L，とれのある車体雄蕊柱の側では雌蕊の柱頭

がみえるが〈第2岡〉， ζ の反針側からは蔚の蔭になり柱頭はみえない

〈第3闘〉。ゲナアの花は藍の葉肢に短い花極で、ついてν、る。との花の

車体雄蕊柱の長軸は鉛直線に封し傾訴している。故に， この草体雄蕊

柱に於て，上側，下側，横側などを考えるととが出来る。著者はかL

る傾斜した車体雄蕊柱のc・の側に，か与るi炎紅白色の蔚が群をなして
存するかに興味をもった。 ζの貼を明らかにナるために1948年9月に

行った観察結果をと Lに報告す高。

材料と方法材料は北海道大畢農皐部闘場に栽培されLケナアで3

品種名はペノレシヤ，遼塔i：披，及び6・遼1・1で、ある。決紅白色の荊は集

、合して存ナるが，とれが車体雄蕊桂のどの側にあるかを決定するため

に，輩に於げる自然扱態の菅の下側がどの方向であるかを諌め間場で

印をつけ， ζれを室内にもち来り解剖してしらぺた。との場合，車体

雄蕊柱の下側にみられるちのと，その他の側にみられるもIIのとに2分
して整理したF，その匝分は都ラ闘に示す如〈でるる。賃際に調査ナ

ると必ずしもとの区分の一方のみにあると限らないものがあった。上

2 

側と下側とにともにあワても，上側に栂めて小教の場合ば陣liJ下に入れ，上側， 下側ほピ等し〈あヲた場合は上

側に入札，右側又は左側と下側にあワた時，下側に多い時は下側に入れた。周閣のどの側にもある様な場合に
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は，その他の側にaうるものに入れ？と。淡紅白色の剰が 1～2個にすぎない時はとれを異常ある花とせず完全な
花とみなした。以上のようにして，下側にるるものと， その他の側にあるものとに 2大別して考えるとと Aし

？と。又，願盤貴鏡による観察は，荊を カノレノア液で固定し，パラフインに封入し，厚さ 18J1の切片をヂラアイル

ドへマトキシ Fン液で染色して行った。

第 1表

品種及び
観察花教

車体雄蕊柱に談紅白色の荊のある花の鼓
例 外

側体番披 下側にあるもの その他の側にあるもの 菅「 ’~ * 

イノL シヤ 60 21 8 29 2 . ， 

イ ノレシヤ

No.I 13 6 。 6 
I ， ． 

No.2 1ラ 2 3 

No.3 12 ち 6 、

No.4 14 ち －・ 。 う

” 計 54 18 - 2 20 

大 計 104 39(16.3特〉 10（玄3：~牢~. 49 3 
P{ 1 ラ4 ~ く 0.01

遼塔 1批

43 23(9.7*) P1c玄1；註3申16.60｝くO訓 29 

6・遼1・1 『・’a聖

No.I 20 4 2 6 

No.2 .20 6 3 9 2 

No.3 20 6 3 9 

言J・ 60 16く8’〉・ ：~玄16:i主4.08｝く0.Q5 24 ." 
3 

普 Theroretialfrequency 
骨本 Numbe1・ of flowers having fewer number of anthers on the lower side of the 

monadel phous日tamina1 column 

観察結果ならびに考察

ベルシヤ及び遼塔 1 披~用い開花前日の替を観察せる結果は第 1表に示す如くで，ペルシヤ

では，観察花教60のうちその48.3%に営る29花に淡紅白色を呈する約がみられ， とのうちその

72.4%.-c嘗る21花に於ては車体雄蕊住の下側にみられた。遼塔1続では，観察花敷43のうちそ

の67.4%に賞る29花に淡紅白色。蔚がみられ，とのうちそり 79.3%に営る23花に於亡は車体雄

蕊柱の下側にみられ，た。

~t'C, ベJレシヤ及び6－遼1-lを用いて， ー輩毎にそθ奮を調査した結果は篭1表にみる如く

である。淡紅白色の約を有する花のうち，それが車体雄蕊柱の下側にある花の出現率につき，

各｛同体問にな意性の差は認められない。との 2品種につき，それぞれ各｛同体を合計してみると，

ベルシヤでは， 観察花教54のうち，その37.0%にあたる20花に於て淡紅白色の泌が群をたして

を払その90.0%，に営る18花に於ては，とれらの約が車体雄蕊桂の下側にある。叉， 6・遼i・1では，

観察花敷60のうち，その40%に営る24花には淡紅白色の病が群をたしてをり， その66.7%にあ

たる16花ではこれらの約が車体雄蕊柱の下側にあった。

以上のぺた3品種の問に，淡紅白色の約が車体雄蕊柱。下側にある花の出現率に有意性の差

はみられ，えにい．
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淡紅白色の約が単休雄蕊柱の下側にある花の出現f容は，以下にみる如く高いが， とれが何か
必然的訟原因によるものかEうかを吟味してみる。前述の直分に従えば，車体雄蕊粧の下側に

淡紅白色の約がある花の率とその他の側にある花の率の比は，理論的には1:2と考えられる。

そとで， 3品種をそれぞれまとめて，とれらの概察値と理論値との問に必然的た差友しと仮定し

た時，とり仮定の確からしさ P をx2徐定法により求めると，ペルシヤでは P ｛玄2~19.54｝く 0.01,

遼塔1競では， Pfx2~10.60} <0.01, 6寸·'11.1-l では 耳 ｛x2~4.08｝く00.5であって，有志：水準をP=

0・？5とすると，観察値と理論値との問に必然的注者1なしといふ仮定は棄てねばならない。即ち，

観察値と理論値との差は有意で・あるo とれより，淡紅白色の約が単位雄蕊柱の下側にある花の

出現率が高いととには何等かの原因があると考えられる。

瀬微鏡による切片の観察で

は，淡紅白色の約のなかには崎

形で内容友き花粉がみられ（第

7圃V普通の約（第6闘〉とは明

らかに差患がみら、れる＠艮日ち，

か正る豹．は一極のを達育不義の

純である．従って，車体雄蕊柱

のi下側には約の設建に不良の

影響をあたえる何等かの要因

が存在していると考えられるo

叉第1表に於て，例外として記

入せる6個の花は第4聞に示す

如きもので，車体雄蕊桂の下側

にある約の数少く，との側から

は柱頭のみえるものである。か様K，車体雄蕊柱の下測に約の少いととは， との下側陀は他の

側広比L，純白後遺に不適営な要因のあるととによ軍ると考えられる。而して， 思休雄蕊位。下

側，上側，横側怠どというととは， との翠休雄蕊粧の傾斜しているととよ P考えられるととで

あるが，古はる車体雄・蕊粧の傾斜がとれの下側に患る約の後遺K不良な彰響を及ぼすや否やは

不明である。而して，第2闘，第壬闘にみる如き相違は約のき愛育不良となる時期に相違あげl-
結果とも考えられる。例えば，群をなす淡紅白色の蔚にはその大きさに大小あるのがみられる。

叉・淡紅白色の約は翠上部の若い消ではその色外視により護見されない。かLる時期における

約の顕微鏡観察を行。ていたいので，との剥がお！何走る猷態にあるかわからない。いかなる時 ー

期に蔚の愛育に讃化が訟とるかは，今後の細胞皐市研究にまたねばならない。

と Aに終始御懇篤な御指導を賜っている菊地武1（｛失致授羊に越谷常事日博士に陪；〈感謝の意を表する。

I I 

Resume 

1. In 1948パheauthor observed pii長wbiもeanもhers(Fig. 1) on the monadelphou自stamina!column 

in kenaf (Hi Msc'lls ccmnαbinit:J L.）・

2. 日伺t.of the pollena. con旬inedin出価eanむherswere‘ab orもivehaving irregular form くFi・g・.7.）・

3. Such pink『whi胞 anthershas a tendeney加 appearon the 1 ow er side ofもhe monadelphous 

staminal column (Fig. 2 and 3). (The flower is situated obliquely at leaf axis. The side 
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facing the soil surface is herewith called 1ower side and the opposi卸 sideis called upper 

one.〕 Namely，もhefrequency of flowers having those pink whiもeanもhersonもhelower side 

W畑 observedfar moreもhantheぬeoreticalone (Table 1). 

生 On七heothet h~nd, it W回 oh5ervedin several flowe間色hatthe lower side of the monadelphous 

, s也minalcolumn ba.s fewer number of anthers出n.n也enpper side (Fig. 4）・

5. From古he問 、phenomenamentioned above, it may be considered也前出edevelopme凶 ofanthers 

on the monadelphous stamina! column is conditioned by some unknown factGrs. 

Explanation of figures 

Fig. l. Flower having pink-white anthers・（.↑） on the monadelphous stamina! column in 

kenaf. 

Fig. 2. Pink-white anthers （↑） on the lower side of the ・stamina] clounrn of young flower. 

Fig. 3. Anthers on the opposit side of thne same flower shown in Fig. 2. ． 
Fig. 4. Flower having fewer anthers on the lower side of stamina! column. 

Fig. 5. Diagramゐ showing thc -lower side Cl) and tne other side (2) of the 叩 onadelpbous

staminal column. 

Fig. 6. .Pollen grains in the normal anthers・（80X、．

Fig. 7. Pollen grain日 inthe pink.white anther.くBOX）・ ． 
d〆
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